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東部工場の運営について 

１ 報告の趣旨 

現在の東部工場は、福岡市と九州電力(株)との株主間基本協定に基づき、 (株)福岡

クリーンエナジー（以下、「ＦＣＥ」という）が建設・所有してごみ処理を行ってお

り、事業期間は令和 11年度末までと規定されている。 

令和 12年度時点では東部工場での処理を継続する必要があり、国の補助金を活用し

て東部工場の延命化工事を行うには、東部工場を市が所有している必要があることか

ら、ＦＣＥは規定のとおり解散し、市が運営していくこととしたい。 

２ 東部工場について 

令和 12年度時点で保有すべき処理能力は、今後のごみ減量施策を踏まえても年間約

51万トンは必要となる見込みである。東部工場を廃止すると処理能力が不足するた

め、引き続き、東部工場での処理を継続する必要があることから、適切に維持補修を行

い運転を継続していくこととしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ (株)福岡クリーンエナジーについて 

ＦＣＥは、民間の資金や経営ノウハウの活用による東部工場の建設及び運営と、廃棄

物処理における熱回収のさらなる効率化等の推進のために設立したもので、その当初の

目的は達成する見込みである。 

また東部工場は令和 12年度時点で築 25年となるため、継続的に使用していくには、

国の補助金を活用して延命化工事を行う必要があり、そのためには東部工場を市が所有

している必要があることから、市としては株主間基本協定のとおり令和 12年３月 31日

に事業を終了し、解散する方向で九州電力(株)と協議を進めていきたい。 

設 立 目 的 指 標 当 初 計 画 実 績 

民 間 資 金 活 用 銀 行 借 入 308億円 197.8億円 

民 間 経 営  工 場 建 設 費 410億円 315億円 

ノ ウ ハ ウ 活 用 処 理 委 託 費 約 964億円 ※約 859億円 

※ 令和 12年３月 31日までの見込み（令和７年度時点） 

各工場の処理能力 
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（参考） 

東部工場 

所在地 福岡市東区蒲田５丁目 11番２号 

開設年月日 平成 17年８月１日 

ごみ処理能力 24.1万トン/年 

ごみ焼却方式 全連続燃焼ストーカ式（300 ﾄﾝ/日×３炉） 

廃棄物発電 蒸気タービン発電機 29,200kw 

R6ごみ処理実績 16.9万トン 

R6発電実績 10.2万 MWh 

株式会社福岡クリーンエナジー 

所在地 福岡市東区蒲田５丁目 11番２号 

設立年月日 平成 12年 10月 20日 

資本金 50億円（福岡市 51％、九州電力(株)49％） 

従業員数 80人（市派遣９人、九電等派遣 47人、嘱託等 24人） 

（事業スキーム） 
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